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日立VANによる受発注データ交換サービス
On-LineDataExchangeServiceUsing HitachiValueAdded Network

(HITACH卜VAN)

電気通信事業法が施行され多くのVAN事業者が名乗りをあげた｡各社の適絹業務

の多くは,小売業と取引先問の′受発注データ交換である｡これは､情報化の進展と

低成長時代を背景とした流通業界の取引事務合理化のための必然的な要請に基づく

ものであった｡

株式会社日本ビジネスコンサルタントでは,長い受託計算事業の経験をもとに,

いち早く全国オンラインネットワークを設備し,√受発注デーータ交換サービスに取i)

組んだ｡現在では日立VANを構成するネットワークであるNBCNE′rを清川し,多

くのユーザーにサービスをするに至った｡

今後は,幾つかの課題を解決しながら,広くあらゆる企業間データ交換サーービス

へ発展させていく計画をもっている｡

l】 緒 言

昭和60年4月施行の電気通信事業法により生まれた一般第

2種電気通信事業者の企業数は23()社を超える(昭和61年6月

現在)｡旧法下の中小企業VAN(ValueAddedNetwork:付

加価値通信網)届出業務もそうであったが,第2種事業者の

VAN適用業務の大半は,量販店(スーパーマーケット,専門

店など)とその取引先(卸売,メーカー)間の′受発注データ交換

である｡このような実情をみると,中′ト企業VAN時代から現

在に至るまで,受発注データ交換は我が国でのVAN利用を促

進し,かつ拡大してきた草分け的業務であったと言える｡

株式会社日本ビジネスコンサルタントでは､企業間ネ､ソト

ワークシステムの需要に早くから着目L,種々研究を重ねた

後システムを自社開発L､昭和57年秋からサービスを開始L

た｡

本稿では,受発注データ‾交換について,出現の背景･動向

などを紹介し,次に日立VANによるデータ交換システムの特

長と機能を述べ,併せて日立VANを構成するNBCNET/

VANについて概略を紹介する｡

臣l 受発注データ交換の出現と動向

昭和53年ごろから,EOS(Electric Ordering System)潔)な

どの企業内情報システムの整備を丁とおり終えた大子量販店

は,商品の発注から納入までの合理化に目を向け始めた｡

方では,中′トの卸売業やメーカーでもコンピュータの導人が

進み,オンラインによるデータ交換の下地が整いつつあった｡

しかし,オンラインテ'一夕通信を行なうには通信のための規

約(プロトコル)がコンピュータの機種により異なり,データ

交換が普及Lた場合,取引先側が裡数の端末機を用意Lなけ

ればならないという阻害要因があった｡

※) EOSとは,コンピュータ端末を円いた商.;乙ヲ芭注システムのことでも

る｡単に発ii三業務だけではなしに.ヲ芭7t,什入れ,杓脚1などの 一連

の業務を行ない.荒判官二曙,商訂1分析なビグ)総でナシステムとLて連

肯するのが 一般的である｡

斉藤茂雄*

佐藤菅平*

手島吉紀**

関岡邦男***

5/痩ビ∂ゴαJ/∂

rビ/sJ〟肘/S`7//ブ

mゴ/～g7～(〃′〆れミヾ/?J/〃〟

打J/乃わ.与(?々わ血/

この点を解決するため,業界団体のJCA(JapanChainstore

Association:日本チェーンストア協会)が｢取引先データ交換

標準通信制御手順¶JCA手順+を昭和55年7月に定めた｡

JCA千川則ま,翌年に通商産業省から委託された｢オンライン

データ交換システム委員会+によってJ手順として標準化され,

現在に至っている｡

J手順の標準化により,√受発注データ交換のオンライン化は

急速に進んだ｡図1に量販店側の採用状況を,表1に卸売側

の状況を示す1)｡

ところで,オンライン受発注データ交換の普及には､多く

オンラインシステム

1年以内導入予定

オンライン

8社

(9%)

システム

2年以内導入予
定14社

=5.5%)

オンライン

システム導
入済み

36社

(40%)

90社
現在導入

予定なL

30社

(33.3%)

回答なし

2社(2,2%)

2年以内に導入予定

58社(64.5%)

注:出典 日本チェーンストア協会｢情報システム化実態調査+(昭和58年4月)による

図l 小売業でのオンライン受発う主データ交換導入状況 2年以

内にご導入予定を含め,約65%に達Lている｢.
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表l 卸売業のオンライン化状況 表中,オンライン先の販売先の欄

が量販店などの小売業を対象とLたオンラインイヒ状況である二

業 種
回答

企業数

うちオンラ

インを行な

ってし､る企

業数

オ ンライ ン先(複数回答あり)

仕入先 販売先 物流業者 金融幾関 そ の他 無回答

食 64 43(6了.2) 9=4.1) 31(48.4) 3(4.了) 5(了.8) 0 13(20.3)

菓 子 14 14(100,0) 3(2l.4) 10(7し4) 0 0 0 2(札3)

弘維･服飾･寝装品 89 6"68.5) 6(6.了) 32(36.0) 7(7.8) 3(3.4) 3(3.4) 21(Z3.6)

洗剤･化粧品 】丁 16=4.り 14(8Z,4) 14(82,4) 】(5.9) 3(17.6)

0

0 0

家 庭 雑 貨 13 9(6日.2) 2=5.4) 8=l.5) 2=5.4) 0 0

医 薬 品 30 25(83.3) 9(30.0) 川(33.3) r(3.3) Z(6.丁) l(3.3) 郎26.了)

そ の 他 37 27(73.0) 5=3.5) L2(3Z.4) 2(5.4)

柑(6.1)

l(2.了) l(2.7) lZ(3Z.4)

計 264 195(了3.8)=18(柑.2) lト了(44.3) 14(5.3) 5(l.9) 56(Zl.2)

注:()内は%を示す｡

出典 昭和59年10月通商産業省産業政策局商政課の調査によるr

の企業が実施することで∧r対入rの接続関係が生まれるため,

発注側,受注側共に設備増や運用の繁雑化といった運営上の

問題が予想された｡その解決策として,データ交換の中継セ

ンタ化という発想が生まれ,小売業が計算センタにこの業務

を委託するようになった｡その結果,現在では多くのVAN会

社の適用業務として広がっている｡

8 日立VANによる受発注データ交換サービス

3.1 サービスの背景

株式会社日本ビジネスコンサルタントは昭和34年設立以来,

計算センタとして,多くの受託計算業務を手がけてきた｡現

在VANサービスの高度情報処理サービスに位置づけられてい

るオンライン業務については,昭和49年の水資テ原開発公団か

らの土木積算業務オンラインを受託以来,株式会社フナリデス

トンの販売在J車管理オンライン,ニッポンレンタカーサービ

ス株式会社の事務管理オンラインなど,株式会社日本ビジネ

スコンサルタントの全国拠点を生かした受託オンラインサー

ビスを展開してきた｡

また,流.適業向けには,昭和50年に都内の中堅スーパーマ

ーケットからEOSの開発と運用を受託し,昭和54年以降はほ

ぼ各年ごとに類似顧客を獲得することができ,ノウハウが蓄

積された｡

一方,前述のようにi充適業界を中心に企業間ネットワーク

の需要が高まr),株式会社日本ビジネスコンサルタントでは

市場動向を踏まえ,昭和56年に本稿のテーマであるデータ▼交

換システムの研究開発に着手し,翌年秋にサービスを開始す

るに至った｡

3.2 システムの特長

株式会社H本ビジネスコンサルタントでのデータ交換シス

テムは,当初量販店と取引先間の受発注データの交換用に開

発されたが,受発注データだけではなく,企業内,企業間の

あらゆるデータ‾交換に適用できるはん(汎)用システムであり,

次に述べるような特長をもっている｡

(1)大規模はん用データ交換システム

HITAC Mシリーズ用オペレーティ ングシステムVOS3

(Virtualstorage Operating System3)の環境下,大規模オ

ンラインコントロールプログラムTMS-3V(Transaction

ManagementSystem-3V)のもとで動作し,TMS-3Vの効率

的な排他制御機能,タスク制御機能の使用により,多数の接
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続先との同時集配信を可能にしている｡

(2) 多種の通信手順サポート

通信手順の異なる機種間のデータ交換を可能にするため,

J手順,全銀協標準通信プロトコルなど複数の通信手順をサポ

ートする｡また,通信手順の追加にも柔軟に耐えられる｡

(3)柔軟なデータ交換機能

受信データの蓄積後電送,受信データの即時伝送など任意

の伝送形態が採用できる｡また,システム内にデータの加工,

編集,コード変換など任意の付加処理が組み込める｡

3.3 システムの機能

株式会社日本ビジネスコンサルタントのデータ交換システ

ムは,図2に示すように,プロトコル変換機能,データ集配

信機能,運用監視機能,課金情報取得機能,統計情報取得機

能:といった各機能をもっている｡

(1)プロトコル変換機能

本システムは,J手順,全銀手順などの業界標準プロトコル

をサポートL,相互に変換することも可能である｡また,回

線接続時に相手先のパスワードをチェックし,更に,ファイ

ルアクセス時には相手先･データ種別ごとにアクセス権限の

チェックを行ない,データ保護機能を高めている｡

(2)データ集配信機能

図2のように,バッチ振分け形とオンライン振分け形の2

形態の交換機能をもつ｡

(a)バッチ振分け形

データ受信後,データを一時センタに蓄積し,任意の時

刻に受信者がデータを取り出す形態をサポートする｡

(b) オンライン振分け形

データを受信後,即時に相手側にデータ伝送の必要があ

るケースをサボ【卜する｡

また,それぞれは,単純データ交換と付加処理データ交換

に分かれる｡単純データ交換は,受信データをそのまま相手

先に伝送するケース,付加処理データ交換は,VAN内でフォ

ーマット変換,コード変換などの加工を要するケースをサポ

ートする｡なお,付加処理については,ユーザー対応にソフ

トウェアを開発し組み込むことができ,ユーザー個別ニーズ

に対応可能である｡

(3)運用監視機能

多数の接続先のデータ集配状況を監視する機能で,どのユ

ーザーがどのデータを何件受信済みか,受信状態に異常がな

かったか,といったメ犬況をオンラインで監視できる｡また,

時間を定めてレポーティングする機能ももっている｡

(4)課金情報取得機能

データ｢交換にかかわる接続先ごとの課金計算を行なう機能

である｡課金のための適用単価の設定,課金以外の登録機能

や請求書の自動発行機能ももっている｡

(5)統計情報取得機能

加入電話回線の窓口数の適正化を保つため,回線利用二状況

などの状況を統計取得する機能である｡

【】 NBCNET

受発注データ交換は,株式会社日本ビジネスコンサルタン

トのネットワークシステムであるNBCNETを介して広域にサ

ービスされる｡ここでは,日立VANを構成するNBCNETに

ついてその概要を紹介する｡

NBCNETは,株式会社日本ビジネスコンサルタントが,昭

和57年6月に,複数業務が共用できる自社回線として設備し

たものであ†),次のような特長をもっている2)｡
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プロトコル
変換機能

加入電話回線

専用線

DDX-C

(回線交換)

●+手順

●全銀手順

●無手順暮

●DES手順-

●+一320/60*
互換モード

オンラインデータ交換システム機能
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集信ファイル
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‾‾1

配信ファイル
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配信ファイル

__+

‾
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配信ファイル

配信ファイル
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‾
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プロトコル

変換幾能

●+手順

●全銀手順

●無手順●

●DES手順*

●+一320/60*
互換モード

運用監視機能 課金情報取得機能 統計情報取得機能

加入電話回線

DDX-C

(回線交換)

注:略語説明など DES(DataEntrySystem),DDX-C(DigjtalData exchange-Channelexchange),* サポート予定のプロトコルである｡

匡12 オンラインデータ交換システム機能 業務処理機能とLてバッチ振分け形,オンライン娠分け形に大別され,それぞれ単純データ交換機能,付加

処王里データ交換⇒幾能をもつ｡

(1)HNA(HitachiNetworkArchitecture)の採用

NBCNETでは,ネットワーク思想としてHNAを採用し,

以下の利点を得ている｡

(a)ネットワークを意識せずに,業務プログラムの開発に

専念できる｡

(b)通信ネットワークの追加や変更が容易にできる｡

(C)ネットワークの資源を有効利用できる｡

(d)マルチホストアクセスが可能である｡

(2)E-800とNJNTIP(NBC Jy6h6 Network Terminal

InterfaceProgram)の開発

NBCNETは各アクセスポイントのノ∬ドプロセッサとして,

日立製作所製スーパーミニコンピュータE-800を使用してい

る｡このE-800の通信制御プログラムとしてNJNTIPを開発し,

ネットワーク機能の充実を図っている｡

NJNTIPの機能は,以【Fに述べるとおりである｡

(a)プロトコル変換機能

(b)即時障害検知報告機能

(C)管理･運用情報取得機能

(d)リモート ゼネレーション機能

(e)自動運転機能

(3)EEX(ExceptionaleventExecutive)

信乗頁性･運用効率の向上,障害時の復旧の迅速化を目的と

したセンタシステムとしてEEX(株式会社日本ビジネスコンサ

ルタント自社開発)を用いている｡EEXの機能は以下に述べる

とおりである｡

(a)E【800の運用制御機能

(b)ネットワーク管理制御機能

(C)ネットワーク障害検知分析機能

(d)ネットワーク運用情報取得機能

以上のNJNTIPとEEXの連携により, 中央一括管理,ノー

ドプロセッサの自動運転などが可能となり,大幅なオペレー

ションレスを実現している｡

(4)高速データ通信

オンラインセンタとノードプロセッサ間は16k bpsの高速モ

デムを採用し,D-1回線の通信容量を大幅に上げている｡また,

オンラインセンタ間は日本電信電話株式会社の高速ディジタ

ル回線(768k bps)を採用している｡なお,現在他の回線も順

次高速ディジタル回線への切換えを推進している｡

(5)回線バックアップ

基幹回線のダウン時にはDDX(DigitalDataExchange)回

線交換網に切F)換えが可能である｡

(6)CPU間伝送

NBCNETでは,各オンラインサブセンタが大形コンピュー

タリソースをもつ営業拠点になっている｡これらのCPU

(CentralProcessing Unit)間のデータ伝送には,NJE

(NetworkJob Entry),RJE(RemoteJob Entry)を用い,

柔軟な伝送を可能にしている｡

以上の特長をもつNBCNETのハードウェア構成を図3に,

ソフトウェア構成を図4にそれぞれ示す｡

8 結 言

株式会社日本ビジネスコンサルタントが′受発注データ交換

サービスを開始し,5年目を迎える｡この間,ユーザー数は

毎月欠かすことなく着実に増加し200社(昭和61年7月現在)に

達しようとしている｡

データ交換業務は,業務運用上厳しい安全性が要求される｡

例えば,小売業では分刻みの商売を行なっているが,発注情

報がなんらかのトラブルにより取引先に届かないと,店豆削二

商品が並ばないという事態を招く｡その機会壬員失は多額にな

るなど安全面でシステムの果たす役割は大きい｡幸いにも株

式会社日本ビジネスコンサルタントは長年の計算センタとし

ての業務運営ノウハウを生かし,このような事故を起こさず

現在に至っている｡株式会社日本ビジネスコンサルタントの

本サービスに対する技術水準,サービスの柔軟性に対しては,
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オンラインメインセンタ(東京)
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注:略語説明 TDM(T･me D州SrOn M]lt■P】exer)

図3 NBCNET/VANのハードウェア構成
E 800を用いている｡

ユーザー端末
コンピュータ

萄

端末･コンピュータ

制御機能

NJNTIP

集 線 模 範

速度変換機能

プ ロト コ ル

変 換 機 能

コード変換機能

統計デー タ
摂 取 機 能

障害情報

検知･報告機能

∧H
NH

ユーザー端末

盟

川TAC

E-800

H｢TAC

M-260D

ユーザー端末

ユーザー端末

厨-

留

TDM

題

TDM

Ⅷ

HITAC
E-800

TDM

オンラインメインセンタ(大阪)

廟
川TAC

E-800
H什AC M-260D(2台)

アクセスポイント

HITAC

M-240H

ユーザー端末

匡講

TDM

アクセスポイント

HlTAC

E-800

TDM

HiTAC

M-240D

アクセスポイント

HITAC

E-800

H｢TAC

M-260D

NBCNET VANほ,マルチホスト構成で運営される..各アクセスポイントには,ノードプロセッサとLてHITAC

[∃LINKER

VAN機能

基 本 機 能 サ
ー ビ ス

個別AP

はん(汎)用AP

E
C
S
/
N
C
P

E
C
S
/
V
T
A
M

DC

[:三重亘:]
ロ亘垂コ
ロ亘直亘:]
[亘コ

など

DB

[:亘亘≡∈:]
[垂垂亘]
[亘垣亘コ
⊂亘=]

など

⊂=三重≡:コ
+SS3/+SS4

RTAM

><
EF+

A
C
O
M
･
V
M
S
/
V
A
N

速 度 変 換

プロトコル変換

コ)ド 変 換

フォーマット変換

メ ディ ア変換

ゲート ウ ェイ

メールボックス

同報一斉通信

日時指定通信

報情全課

回 線 提 供
サ ー ビ ス

データ交換
サ ー ビ ス

電子メール
サ ー ビ ス

データベース
サ ー ビ ス

信ス
ビ

配
一

集サ

オーダ

エントリシステム

商品管理システム

クレジットシステム

受発注データ交換
シ ス テ ム

統計解析システム

注:略語説明など

DC(DataComm=川Cat■0∩),DB(DataBase)･VAN(Va■ueAddedNetwork),AP(App■】CatlO=Progr∂m),N+NTIP(NBC+y6h6NetworkTermLna=merface Program),
HNA(H･taCh】Ne仙0｢kArc仙tectu｢e),ECS/NCP(ExtendedCommun･Cat･0nSupport/Net仙OrkControIProgram),ECS/VTAM(ExtendedCommun■CationSupport/Virt血

Telecommu川Caい0nSAccessMethod)･TMS-3V(Transact･0nManagementSystem-3V),DCCMII(DataCommun■Cat■0nControIManagerII),ADM(AdaptableData

Ma=age｢)･GIGA/E(Ge;1e｢a川format■0nGalher■=gAssoc】atOr/Ex-e=d),ADABAS(Adaptab】eData BaseMa[agement SYStem),PDMlI(Pract】CalDataManagerII)
T10P2什meshar■=gTerm】=all=P=tO=tPUtProgram2)･+SS3･4(+DbSpoo■■=gS=bs吋em3,4),RTAM(RemoteTerm-na■AccessMethod),EEX(Exceptiona】Event

Exec=tive),ACOM-VMS/VAN(Ap帥Cat･0[CoローroIMo仙esVTAM M山t州ost Support/VAN)

⊂コは株式会社日本ビジネスコンサルタントの開発ソフトウェア(一部サポート予定を含む)を示す

図4 NBCNET.′′vANのソフトウェア構成 デ¶タ交換システムは,NBCN巨T VANの-サービス横能とLて位置づけられる｡

ユーザーから十分評価を得ている｡

今後の課題は,多数の接続先との各種連絡や管理方法の改

善が挙げられる｡このためには,音声応答装置などを採用L,

′受信忘れユーザーに対する案内の自動化や障害時連絡の自動

化を行ない,コスト低i戒やサービスの強化を図っていかなけ

ればならない｡

また,POSを中心として流.適業の情報システムの変化は著

しいものがあり,将来的には量販店と取引先間の受発注情報

だけでなく,請求,決済情報の交換,POSシステム､共同物

66

i充システムなど総合的な流通VANサービスに拡大していきた

いと考えている｡更に,本技術をもとに流通業界だけでなく,

製造業での資材部門と取引先との間のデータ交換業務にも展

開を図っていく考えである｡
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